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第
四
回
総
会
開
催
さ
れ
る 

 
 
 
 
 
 

 

平
成
三
○
年
度
総
会
は
去
る
六
月
二
日 

午
後
一
時
よ
り
千
葉
市
中
央
区
の
「
き
ぼ 

ー
る
」
大
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
司 

 
 

 
 
 

会
者
か
ら
「
会
員
総
数
六
一
名
、
本
人
出

席
二
八
名
委
任
状
に
よ
る
出
席
者
一
九
名

計
四
七
名
で
総
数
の
過
半
数
に
達
し
て
い

ま
す
の
で
、
本
総
会
は
規
約
第
八
条
に
よ

り
成
立
し
ま
し
た
」
と
報
告
が
あ
り
、
続

い
て
丸
井
副
会
長
よ
り
、
開
会
宣
言
を
し
、

そ
の
後
向
後
会
長
よ
り
「
今
年
は
、
千
葉

常
胤
誕
生
九
〇
〇
年
に
当
た
り
千
葉
市
が

第
二
回
目
の
千
葉
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
、

各
関
係
団
体
も
多
数
参
加
さ
れ
、
八
年
後

の
千
葉
開
府
九
〇
〇
年
祭
に
向
け
て
こ
の

運
動
を
活
発
化
し
、
千
葉
市
の
発
展
と
振

興
に
向
け
活
動
し
て
い
ま
す
。
本
会
も
協

力
し
て
地
域
の
発
展
に
努
め
た
い
と
思
い

ま
す
」
と
言
う
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
続

い
て
、
小
川
智
之
市
会
議
員
、
萩
原
博
千

葉
日
報
社
長
、
鈴
木
雅
一
千
葉
氏
顕
彰
会

事
務
局
長
各
氏
の
祝
辞
を
戴
き
ま
し
た
。 

 
 

 
 
 

     

  

そ
の
後
司
会
者
よ
り
、
会
員
の
山
内
博

を
議
長
に
選
出
し
て
議
事
に
入
る
。
先

ず
山
内
議
長
よ
り
報
告
議
案
と
し
て

第
一
号
平
成
二
九
年
度
事
業
報
告
、
第

二
号
平
成
二
九
年
度
収
支
決
算
報
告

を
議
題
と
す
る
こ
と
と
し
、
日
向
事
務

局
長
か
ら
資
料
に
よ
り
説
明
す
る
。
次

に
第
三
号
平
成
二
九
年
度
監
査
報
告

を
監
事
江
波
戸
弘
安
よ
り
「
私
監
事
は
、

千
葉
氏
を
語
る
会
の
平
成
二
九
年
度

の
収
支
決
算
書
は
記
載
す
べ
き
事
項

を
正
し
く
示
し
て
お
り
、
諸
帳
簿
及
び

諸
帳
票
の
記
帳
整
理
も
適
切
に
記
載

さ
れ
て
お
り
、
指
摘
す
る
事
項
は
認
め

ら
れ
ま
せ
ん
」
と
の
報
告
が
あ
り
、
議

長
よ
り
「
以
上
報
告
議
案
三
件
を
一
括

し
て
質
問
、
ご
意
見
等
が
御
座
い
ま
し

た
ら
挙
手
を
し
て
発
言
し
て
下
さ
い
」

議
場
よ
り
異
議
な
し
の
声
あ
り
「
そ
れ

で
は
こ
の
三
件
の
報
告
議
案
に
つ
い

て
の
承
認
に
賛
成
の
方
は
拍
手
を
お

願
い
し
ま
す
。
」
議
場
か
ら
拍
手
が
多

数
あ
り
賛
成
多
数
と
認
め
報
告
議
案

三
件
は
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

次
に
議
長
よ
り
協
議
議
案
と
し
て

第
一
号
平
成
三
○
年
度
事
業
計
画
、
第

二
号
平
成
三
○
年
度
収
支
予
算
案
を

議
題
と
す
る
こ
と
と
し
、
再
び
日
向
事

務
局
長
よ
り
資
料
に
基
づ
い
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
議
長
よ
り
「
こ
の
二

件
の
案
件
に
つ
い
て
質
問
、
ご
意
見
等

が
あ
り
ま
し
た
ら
挙
手
を
し
て
発
言

し
て
下
さ
い
」
と
議
場
に
は
か
り
、
議

場
よ
り
異
議
な
し
の
声
あ
り
、
議
長
は

異
議
な
し
と
認
め
議
案
は
可
決
さ
れ

成
立
し
ま
し
た
。
次
に
第
三
号
議
案

「
役
員
の
選
出
に
つ
い
て
」
を
議
題
と

し
、
日
向
事
務
局
長
よ
り
「
今
年
は
役

員
の
改
選
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
資
料

の
と
お
り
役
員
三
名
の
辞
任
に
よ
り

そ
の
補
充
が
必
要
で
あ
り
ま
す
が
適

任
者
が
見
つ
か
ら
ず
、
会
計
幹
事
の
交

代
の
み
で
す
。
」
と
説
明
し
ま
し
た
。

議
長
は
こ
れ
を
議
場
に
諮
り
全
員
異

義
無
く
こ
れ
を
議
決
決
定
す
る
。 

 
以
上
で
全
て
の
本
総
会
提
出
議
案

は
承
認
、
ま
た
は
可
決
成
立
し
ま
し
た

の
で
、
議
長
は
総
会
の
終
了
を
宣
言
し

ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

以
上 

続
い
て
記
念
講
演
会
に
入

り
最
初
に
千
葉
市
長
よ
り

次
の
様
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

戴
き
ま
し
た
。 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 

 

千
葉
市
長
熊
谷
俊
人
様
ご
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記
念
講
演 

 
千
葉
介
常
胤
の
生
涯
（
序
） 

 
 
 
 

顧
問 

段 

木 

一 

行 
 

中
世
初
期
の
豪
族
千
葉
介
常
胤
は
突

然
歴
史
の
舞
台
に
現
れ
た
わ
け
で
は
な

く
、
舞
台
に
立
つ
前
の
準
備
期
間
が
あ
る
。 

 
 
 

 

常
胤
を
日
本
歴
史
の
中
で
正
し
く
理
解

す
る
た
め
に
は
、
平
安
時
代
末
期
に
成
長

し
た
彼
を
取
り
巻
く
歴
史
的
環
境
か
ら

語
る
必
要
が
あ
る
。
手
初
め
に
次
の
二
点

に
絞
っ
て
考
え
て
み
た
い
。 

一
、
富
豪
の
輩
と
大
名
田
堵 

中
世
的
世
界
の
出
現
は
あ
る
面
で
西
日

本
対
東
日
本
の
対
決
と
見
る
方
法
も
あ

り
、
摂
関
（
公
家
）
と
侍
（
武
士
）
の
対

決
と
も
い
え
る
。
日
本
の
歴
史
は
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
歴
史
推
移
と
共
通
す
る
点
は
多

い
が
全
く
同
じ
で
は
な
い
。
ま
た
中
国
を

中
心
と
す
る
東
ア
ジ
ア
の
歴
史
と
も
異

な
る
点
が
多
く
見
ら
れ
る
。
特
に
中
世
的

世
界
の
成
立
期
に
は
、
日
本
特
有
の
色
彩

が
強
い
。
し
か
し
、
世
界
史
の
中
で
日
本

史
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
は
重
要
で

あ
る
。
日
本
の
歴
史
を
西
日
本
と
東
日
本

の
対
立
と
し
て
考
え
る
研
究
者
が
多
い
。

確
か
に
歴
史
の
転
換
期
で
は
顕
著
に
見

ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
古
代
史
の
中
で

政
変
が
あ
る
度
に
畿
内
と
東
国
の
境
界

に
設
置
さ
れ
て
い
た
三
関
（
鈴
鹿
・
不

破
・
愛
発
）
に
急
遽
「
固
関
使
」
な
る
も

の
が
配
置
さ
れ
る
。
畿
内
と
東
国
の
分
断

が
目
的
で
あ
っ
た
。
関
所
を
押
さ
え
る
事

が
東
国
を
掌
握
す
る
こ
と
で
あ
り
、
絶
対

的
に
有
利
な
立
場
に
立
つ
と
考
え
ら
れ

て
い
た
ら
し
い
。
当
時
の
東
国
は
不
気
味

な
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
の
東
国
で
将
門
の

乱
が
生
じ
た
。
こ
の
反
乱
は
新
し
い
階
級

で
あ
る
武
士
の
胎
動
で
あ
る
。
当
初
は
同

族
内
の
所
領
争
い
か
ら
、
や
が
て
国
家
へ

の
反
逆
へ
と
質
的
に
変
化
し
て
い
っ
た
。

将
門
自
身
は
貴
族
に
属
し
、
結
果
的
に
は

京
都
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
版
に
終
わ
っ
た
。
そ

れ
は
将
門
と
同
質
の
藤
原
秀
郷
と
平
貞

盛
に
よ
っ
て
討
伐
さ
れ
た
事
情
が
よ
く

物
語
っ
て
い
る
。
古
代
専
制
政
治
の
内
部

崩
壊
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
、
重
要
な
歴

史
的
変
革
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ

で
富
豪
の
輩
に
つ
い
て
事
例
を
紹
介
す

る
。
昌
泰
二
年
（
八
九
九
）
九
月
一
九
日

の
太
政
官
符
と
し
て
「
類
聚
三
代
格
」
に

「
応
相
模
国
足
柄
坂
・
上
野
国
碓
氷
坂
置

関
勘
過
事
」
が
あ
る
。
之
は
上
野
国
で
近

頃
強
盗
が
頻
繁
に
発
生
し
て
通
行
人
を

侵
害
し
て
甚
だ
し
い
。
馬
を
使
っ
て
通
行

人
か
ら
物
質
や
命
を
強
奪
す
る
馬
賊
で

あ
る
当
時
東
国
が
乱
れ
て
い
る
事
で
現

地
の
豪
族
（
後
の
武
士
）
が
東
山
道
で
略

奪
し
て
東
海
道
へ
逃
げ
る
と
言
う
よ
う

に
徒
党
を
組
ん
だ
凶
賊
で
あ
る
。
公
地
公

民
制
度
の
崩
壊
に
さ
い
し
て
地
域
豪
族

が
自
分
達
の
利
益
権
利
を
守
る
た
め
悪

党
と
な
っ
て
い
っ
た
。 

次
に
「
今
昔
物
語
」
に
記
さ
れ
て
い
る
「
利

仁
将
軍
若
時
従
京
敦
賀
将
行
五
位
語
第

一
七
」
と
言
う
話
で
あ
る
。
昔
利
仁
将
軍

と
い
う
人
が
若
い
時
藤
原
基
経
と
い
う

人
に
仕
え
て
い
た
頃
越
前
国
の
豪
族
で

有
仁
と
言
う
者
の
聟
に
な
っ
て
、
或
年
の

正
月
大
飯
会
が
あ
り
基
経
一
行
に
五
位

の
位
の
人
が
居
た
、
有
仁
は
ご
馳
走
と
し

て
「
山
芋
粥
」
を
振
る
ま
っ
た
が
、
そ
の

五
位
の
人
は
「
こ
の
よ
う
な
旨
い
物
は
食

べ
た
こ
と
が
な
い
」
と
絶
賛
し
た
。
有
仁

は
早
速
、
「
明
朝
ま
で
に
山
芋
を
持
参
す

る
よ
う
」
と
命
じ
た
。
村
人
は
各
人
山
芋

を
持
参
し
て
己
刻
ま
で
に
は
屋
根
の
軒

ま
で
高
く
積
み
上
げ
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う

に
地
域
の
豪
族
は
莫
大
な
力
量
が
あ
る

と
言
う
話
で
あ
る
。 

三
番
目
に
大
名
田
堵
に
つ
い
て
は
出
羽

権
介
田
中
豊
益
と
い
う
者
は
近
隣
数
戸

の
戸
主
で
あ
る
が
耕
作
の
た
め
に
常
に

干
ば
つ
や
水
害
の
こ
と
を
考
え
、
鋤
、
鍬

を
用
意
し
馬
を
肥
や
し
堰
を
構
築
し
、
畔

道
を
整
え
農
夫
を
養
い
、
種
蒔
き
、
苗
代

等
を
指
導
し
て
地
域
の
繁
栄
に
努
め
た
。

之
が
田
堵
と
い
わ
れ
る
者
で
、
地
域
の
調

庸
の
主
体
に
な
っ
て
い
る
。 

次
に
「
更
級
日
記
」
か
ら
一
つ
例
を
考
え

て
み
よ
う
。
更
級
日
記
に
は
「
し
も
つ
さ

の
国
に
、
ま
の
し
て
ら
と
い
う
人
住
み
け

り
、
ひ
き
布
を
千
む
ら
、
万
む
ら
お
ら
せ
、

漂
さ
せ
け
る
が
、
家
の
あ
と
と
て
、
深
き

河
を
舟
に
て
渡
る
、
昔
の
門
の
柱
の
ま
だ

残
り
た
る
と
て
、
大
き
な
る
柱
、
河
の
中

に
四
つ
た
て
り
、
・
・
・
」
と
あ
り
、
こ

の
あ
た
り
に
は
、
ま
の
の
長
者
と
い
う
人

が
多
く
の
人
手
を
使
い
ひ
き
布
（
結
城
紬

か
）
を
千
む
ら
、
万
む
ら
織
ら
せ
て
曝
し

て
手
工
業
経
営
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に

物
を
生
産
し
、
販
売
す
る
経
営
者
が
之
も

一
人
の
豪
族
で
あ
る
。 

二
、
私
営
田
領
主 

千
葉
介
常
胤
は
東
国
屈
指
の
豪
族 

で
、
中
世
的
世
界
創
立
の
代
表
的
立
役
者

で
あ
る
。
両
総
地
方
が
彼
の
根
拠
地
で
あ

っ
た
。
か
れ
は
下
総
国
相
馬
郡
の
郡
司
で

あ
り
下
総
国
の
有
力
な
在
庁
官
人
で
も

あ
っ
た
。
古
代
に
お
い
て
は
勧
農
権
・
水

利
権
は
国
家
権
限
に
属
し
て
い
た
が
、
律

令
制
度
の
根
幹
で
あ
る
公
地
公
民
制
の

矛
盾
が
顕
著
に
な
り
、
私
有
権
の
拡
大
が

増
大
し
た
。
在
地
に
お
い
て
そ
の
国
家
権

を
掌
握
し
た
の
が
私
営
田
領
主
で
あ
る
。

伝
統
的
な
地
方
豪
族
層
は
郡
司
と
し
て
、
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古
代
政
治
機
構
の
末
端
組
織
に
組
み
入

れ
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
に
中
央
か
ら
国
司

と
し
て
赴
任
し
た
中
下
級
貴
族
た
ち
は
、

任
期
終
了
後
に
そ
の
ま
ま
土
着
し
た
。

「
貴
種
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
彼
ら
は
、
伝

統
的
地
方
豪
族
と
婚
姻
関
係
を
結
ぶ
な

ど
の
形
で
同
化
し
、
開
発
地
に
命
を
懸
け

る
「
一
所
懸
命
」
の
私
営
田
領
主
へ
と
変

質
し
、
武
士
と
呼
ば
れ
る
新
し
い
階
級
を

構
成
し
た
。
彼
ら
は
開
発
地
を
荘
園
な
ど

の
形
式
を
通
し
て
「
不
入
権
」
即
ち
国
権

力
を
拒
否
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に

京
都
の
公
家
、
貴
族
と
手
を
結
び
之
を
手

に
入
れ
、
保
護
と
権
利
を
確
立
し
て
い
る
。 

こ
こ
で
東
国
の
郡
司
像
と
し
て
武
蔵
国

入
間
郡
の
郡
司
大
伴
部
直
赤
男
を
例
示

し
た
。
ま
た
、
東
国
に
お
け
る
大
規
模
開

発
の
例
と
し
て
、
勅
旨
田
設
置
の
実
例
を

あ
げ
た
。 

 

常
胤
の
父
経
（
常
）
重
は
大
治
五
年
（
一

一
三
○
）
に
所
領
地
で
あ
る
相
馬
郡
布
施

郷
を
伊
勢
神
宮
に
寄
進
し
在
地
権
力
者

と
し
て
下
司
職
を
確
立
し
た
。
常
胤
一
三

歳
の
年
で
あ
っ
た
。
そ
の
下
司
職
は
常
胤

一
六
歳
の
時
に
譲
渡
さ
れ
た
。
そ
の
後
常

胤
一
九
歳
の
時
経
重
は
官
物
未
進
の
科

で
捕
ら
え
ら
れ
た
。
長
子
胤
正
が
誕
生

（
二
四
歳
）
。
や
が
て
出
会
う
こ
と
に
な

る
源
頼
朝
の
父
で
あ
る
義
朝
に
よ
る
相

馬
御
厨
を
押
領
さ
れ
る
と
い
う
事
件
と

次
男
師
常
の
誕
生
（
二
六
歳
）
。
そ
し
て

常
胤
二
九
歳
の
時
父
経
重
の
未
進
分
を

納
入
し
た
。
な
ど
を
経
て
、
常
胤
は
改
め

て
相
馬
郡
を
伊
勢
神
宮
に
寄
進
し
て
い

る
。
か
く
て
常
胤
は
着
々
と
基
盤
を
固
め

な
が
ら
「
一
所
懸
命
」
の
前
半
生
を
生
き
、

老
境
に
入
り
、
還
暦
を
過
ぎ
た
六
三
歳
に

な
っ
た
治
承
四
年
（
一
一
八
○
）
の
九
月

に
歴
史
的
な
行
動
を
開
始
す
る
。
こ
こ
で

資
料
に
基
づ
き
私
営
田
領
主
に
つ
い
て

説
明
す
る
と
、
最
初
に
「
続
日
本
紀
」
宝

亀
八
年
（
七
七
七
）
六
月
五
日
の
条
に
武

蔵
国
入
間
郡
の
人
大
伴
部
直
赤
男
は
神

護
景
雲
三
年
（
七
六
九
）
西
大
寺
に
布
一

千
五
百
段
（
反
）
、
稲
七
万
四
千
束
、
墾

田
四
十
町
、
林
六
十
町
、
を
寄
進
し
た
。

し
か
し
こ
の
時
既
に
大
伴
は
死
亡
し
て

い
た
が
従
五
位
下
を
追
贈
さ
れ
た
。
之
が

私
営
田
領
主
の
例
で
あ
る
。 

次
に
『
類
聚
国
史
』
の
一
五
九
巻
と
言
う

文
書
に
三
件
程
事
例
が
あ
る
。
「
天
長
八

年
（
八
三
一
）
十
月
巳
卯
、
下
総
国
空
閑

地
七
百
余
町
、
為
勅
旨
田
」
と
あ
り
「
淳

和
天
皇
、
天
長
六
年
（
八
二
九
）
十
二
月

癸
酉
、
武
蔵
国
空
地
百
九
十
町
、
為
西
院

勅
旨
田
」
と
あ
り
「
同
七
年
（
八
三
〇
）

二
月
丙
辰
、
武
蔵
国
空
閑
地
二
百
二
〇
町
、

為
勅
使
田
、
又
正
税
一
万
束
充
開
発
料
」

と
あ
り
更
に
『
続
日
本
後
記
』
巻
三
に
は

「
仁
明
天
皇
、
承
和
元
年
（
八
三
四
）
二

月
戊
戌
、
武
蔵
国
播
羅
郡
荒
廃
田
百
廿
三

町
、
奉
允
冷
泉
院
」
と
あ
り
同
文
書
に
は

「
同
八
年
（
八
四
一
）
二
月
己
酉
、
武
蔵

国
田
五
百
七
町
、
奉
允
嵯
峨
院
」
と
あ
り

い
ず
れ
も
中
小
豪
族
が
皇
族
に
寄
進
し

た
も
の
で
あ
る
こ
れ
ら
が
私
営
田
領
主

に
成
長
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
最
も
有

力
な
例
と
し
て
次
に
櫟
木
文
書
に
大
治

五
年
（
一
一
三
〇
）
六
月
十
一
日
「
正
六

位
上
行
下
総
国
権
介
平
朝
臣
経
繁
解
申

寄
進
私
領
壱
処
事
」
こ
の
文
書
を
要
約
す

る
と
下
総
国
相
馬
郡
布
施
郷
を
伊
勢
神

宮
に
寄
進
す
る
と
い
う
申
出
書
で
あ
る
。

文
書
に
は
四
限
と
し
て
東
西
南
北
の
地

を
明
記
し
面
積
を
定
め
、
こ
の
地
は
経
繁

本
人
が
相
伝
し
た
私
有
地
で
あ
る
事
、
伊

勢
神
宮
の
権
禰
宜
荒
木
田
延
明
神
主
に

毎
年
田
畠
の
利
上
分
と
土
産
物
鮭
等
を

添
え
て
寄
進
す
る
こ
と
、
経
繁
は
こ
の
下

司
職
の
権
利
を
子
孫
に
相
伝
さ
れ
る
こ

と
を
申
請
し
ま
す
と
い
う
の
で
あ
る
。
之

が
ま
さ
し
く
下
総
国
権
介
で
あ
る
経
繁

が
私
営
田
領
主
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
更
に
櫟
木
文
書
で
は

久
安
二
年
（
一
一
四
六
）
八
月
十
日
御
厨

の
下
司
と
し
て
正
六
位
平
朝
臣
使
常
胤

が
花
押
の
付
い
た
「
永
付
属
進
先
祖
伝
領

地
壱
処
事
」
と
言
う
文
書
で
在
下
総
国
管

相
馬
郡
を
限
東
西
南
北
で
面
積
を
確
定

し
て
当
郡
は
平
良
文
朝
臣
所
領
の
地
を

子
孫
代
々
の
名
前
を
掲
げ
所
領
し
た
も

の
で
あ
る
と
主
張
し
、
常
重
の
時
代
も
伊

勢
神
宮
の
荒
木
田
延
明
神
主
に
寄
進
を

申
し
出
た
こ
と
、
保
延
元
年
（
一
一
三
五
）

二
月
に
下
総
国
司
藤
原
朝
臣
親
通
の
在

任
中
に
、
公
田
官
物
未
進
に
よ
り
保
延
二

年
七
月
十
五
日
常
重
が
逮
捕
さ
れ
た
こ

と
、
そ
の
後
旬
月
を
経
て
経
胤
は
未
進
物

を
納
入
し
た
こ
と
等
を
含
め
て
改
め
て

伊
勢
神
宮
に
寄
進
を
申
請
し
た
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
久
安
二
年
（
一
一
四
七
）

四
月
に
相
馬
郡
司
に
任
じ
ら
れ
た
。
こ
の

よ
う
に
経
胤
も
又
私
営
田
領
主
と
し
て

の
豪
族
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 
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逆
櫓
の
こ
と 

義
経
と
景
時
の
争
論 

会
員 

宮
本
明
正 

 

源
頼
朝
の
代
官
と
し
て
平
家
追
討
に
赴 

い
た
源
義
経
と
頼
朝
の
重
臣
で
あ
る
梶
原 

景
時
と
が
、
あ
と
一
歩
で
思
い
が
け
な
い 

大
事
件
に
な
る
こ
と
寸
前
の
論
争
で
す
。 

千
葉
氏
の
祖
で
あ
る
高
望
王
を
同
じ
祖 

と
す
る
、
平
氏
一
族
の
家
系
を
伝
え
る
、
あ 

る
古
文
書(

作
成
年
不
詳 

を
見
る
と
、 

「
夫

そ

れ

ヨ
リ
、
二
月
三
日
九
郎
判
官
、
都
ヲ
立 

チ
西
国
へ
赴
キ(

中
略)

摂
州
・
渡
部

わ
た
な
べ

津つ

福 

島
ニ
テ
船
掛
シ
テ
二
月
一
三
日

纜
と
も
づ
な

ヲ
解 

キ
、
出
舟
セ
ン
ト
セ
シ
ニ
、
折
悪
ク
西
風
烈 

シ
ク
吹
テ
船
ニ
モ
少
々
損
シ
タ
レ
バ
、
是 

ヲ
補
修
シ
テ
打
立
ベ
シ
ト
、
其
ノ
日
ハ
宸 

ニ
泊
リ
タ
リ
。
然
ル
ニ
大
将
義
経
卜
梶
原 

景
時
、
逆
櫓

ぎ
ゃ
く
ろ

ノ
事
二
付
テ
大
二
争
論
二
及 

ヒ
既
ニ
陳
事
二
及
バ
ン
ト
ス
。 

時
ニ
、
三
浦(

平
六
義
村)

・
畠
山(

次
郎 

重
忠)

・
土
肥(

二
郎
実
平)

・
多
々
良(

五
郎 

義
春)

等
、
左
右
ヲ

宥な

だ

メ
一
旦
和
睦
ス
ト
。 

是
ニ
梶
原
遺
恨
多
々
有
ラ
ン
。
手
勢
を
引 

分
ケ
、
三
河
守
範
頼
の
手
ニ
属
シ
タ
リ
。 

翌
一
七
日
ハ
北
風
卜
変
リ
、
大
風
ト
ナ 

リ
ヌ
レ
バ
、
大
将
義
経
悦
ヒ
、
風
止
リ
タ
ル 

時
ニ
急
キ
舟
ヲ
出
サ
レ
ヨ
ト
。
水か

主こ

・
梶か

じ 

共
申
様
、
是
程
、
大
風
二
争
ノ
船
ヲ
出
サ
レ

ン
ヤ
。
今
少
シ
風
弱
リ
、
風
聞
ヲ
見
合
乗
ル

ベ
シ
ト
言
上 

セ
シ
ニ
、
大
将
義
経
大
ニ
怒

リ
順
風
ヲ
願
フ
処
ナ
リ
、
斯し

か

ル

可べ

く

急
ヲ
討 

ツ
ハ
一
ノ
謀
事
ナ
リ
。
疾す

ぐ

ニ
船
ヲ
出
サ
レ 

ヨ
。
辞
退
セ
バ
、
是
則
、
朝
敵
ナ
リ
。
悉
く

討
捨
ン
ト
仰
セ
レ
バ
、
伊
勢
三
郎
、
太
刀
抜

放
シ
テ
下
知
ヲ
伝
フ
。
水
主
・
梶
共
肝
ヲ
消

シ
テ
船
ヲ
出
シ
、
海
上
ニ
テ
兎
モ
角
モ
成
ラ

ン
ド
纜
解
テ
押
出
ス
。
数
多
ノ
舟
ノ
中
二
、 

五
、
六
艘
乗
出
ス
。
」
と
あ
り
ま
す
。 

『
逆
櫓
の
椿
事
』
が
起
こ
っ
た
の
は
元
暦 

二
年
（
一
一
八
五
）
二
月
十
六
日
の
こ
と
で
、 

義
経
を
将
と
し
て
、
平
家
追
討
の
た
め
屋 

島
に
向
け
て
出
航
目
前
の
こ
と
で
す
。 

激
し
い
春
の
嵐
が
吹
く
中
を
進
も
う
と 

す
る
義
経
に
対
し
、
梶
原
景
時
は
前
後
進 

自
在
の
逆
櫓
を
船
に
取
り
付
け
る
べ
き
だ 

と
主
張
し
た
が
、
義
経
は
「
逃
げ
支
度
か
」 

と
一
蹴
し
た
と
い
い
ま
す
。
し
か
し
、
三
浦 

等
が
仲
に
入
り
、
大
事
に
至
ら
ず
に
済
ん 

だ
と
の
こ
と
で
す
。
そ
の
激
論
の
場
と
伝 

え
ら
れ
る
碑
が
大
阪
・
Ｊ 

Ｒ 

新
福
島
駅
近 

く
に
あ
り
ま
す
。 

翌
二
月
一
七
日
未
明
、
止
ま
な
い
大
風 

の
中
、
義
経
の
船
出
の
命
に
、
水
夫
も
舵
取 

り
も
肝
を
つ
ぶ
し
て
艫と

も

綱づ

な

を
解
き
ま
し
た
。 

義
経
は
百
五
〇
騎
余
を
従
え
て
。
船
五
艘 

で
摂
津
・
渡
部
津
を
出
発
。
三
日
か
か
る
航 

程
を
十
八
日
朝
に
は
阿
波
・
桂

か
つ
ら

浦
浜

は

ま(

徳
島

市)

に
渡
り
、
次
い
で
屋
島
に
向
か
い
、
夜

を
徹
し
て
進
み
、
一
九
日
朝
八
時
頃
に
は 

屋
島
内
裏
の
対
岸
に
至
り
ま
す
。 

一
方
、
景
時
は
怒
り
が
収
ま
ら
ず
、
配
下 

の
兵
を
二
分
し
て
、
一
軍
を
、
源
義
朝
の
六 

男
範
頼
の
下
に
遣
り
ま
し
た
。(

千
葉
常
胤 

（
六
八
）
は
、
範
頼
に
従
っ
て
い
ま
し
た
）
。 

そ
の
景
時
は
、
一
四
〇
艘
の
船
を
率
い
て
、 

二
月
二
二
日
、
よ
う
や
く
屋
島
に
到
着
し 

ま
し
た
。
こ
の
後
、
義
経
軍
は
、
屋
島
の
戦 

い
に
勝
利
し
、
平
家
の
根
拠
地
・
長
門
を
目 

指
し
て
進
む
こ
と
に
な
り
、
三
月
二
四
日
、 

壇
ノ
浦
の
戦
い
で
平
家
討
滅
に
至
り
ま
す
。 

な
お
、
こ
の
平
家
討
滅
の
知
ら
せ
は
、
京 

都
へ
は
、
義
経
の
使
者
が
四
月
三
日
に
、
鎌 

倉
の
頼
朝
の
も
と
へ
は
、
四
月
一
一
日
に 

飛
脚
が
到
着
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
先
の
逆
櫓
の
こ
と
の
遺
恨
か
、
四 

月
二
一
日
、
梶
原
景
時
の
使
者
が
鎌
倉
に 

到
着
し
。
「
義
経
が
平
家
追
討
の
功
績
を
自 

分
だ
け
の
手
柄
の
よ
う
に
振
る
舞
っ
て
い 

る
」
と
報
告
し
た
そ
う
で
す
。
報
告
と
い
う 

こ
と
は
、
頼
朝
が
義
経
の
監
視
を
命
じ
て 

い
た
の
か
、
景
時
の
讒
言
な
の
か
分
か
り 

ま
せ
ん
が
、
こ
の
″
逆
櫓
の
こ
と
″ 

の
遺 

恨
が
頼
朝
の
義
経
を
追
討
す
る
因
の
一
つ 

に
な
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 

  

千
葉
町
の
歴
史
散
歩 

千
葉
常
胤
生
誕
九
百
年
に
寄
せ
て 

 
 
 
 

 
 
 

会
員 

今
枝
茂
雄 

 

今
年
は
千
葉
常
胤
生
誕
九
百
年
と

言
う
こ
と
で
、
千
葉
氏
サ
ミ
ッ
ト
な
ど

各
種
イ
ベ
ン
ト
が
賑
や
か
に
開
催
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
千
葉
市
内
の
頼
朝
や

常
胤
に
ま
つ
わ
る
史
実
・
伝
承
を
中
心

に
、
千
葉
の
街
を
歴
史
散
歩
し
て
み
ま

し
ょ
う
。 

①
ま
ず
は
、
京
成
電
車
千
葉
中
央
駅
・

新
宿
公
園
側
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。 

中
世
の
頃
、
こ
の
新
宿
公
園
～
寒
川

あ
た
り
は
『
結
城
野
』
と
い
い
、
一
一

八
〇
年
に
常
胤
の
孫
成
胤
が
妙
見
さ

ま
の
ご
加
護
を
得
て
、
平
家
方
千
田

（
藤
原
）
親
正
の
襲
撃
を
僅
か
な
手
勢

で
破
っ
た
「
結
城
浜
合
戦
」
の
地
で
す
。 

 

②
さ
ざ
な
み
橋
の
手
前
で
左
折
し
、
し

ば
ら
く
直
線
す
る
と
『
白
幡
神
社
』
で

す
。
石
橋
山
の
戦
い
で
敗
れ
て
房
総
に
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渡
海
し
た
頼
朝
が
、
常
胤
ら
の
援
軍
を

得
て
白
幡
神
社
に
到
着
。
昔
は
「
結
城

稲
荷
」
と
云
わ
れ
、
頼
朝
が
源
氏
の
白

幡
を
奉
納
し
た
こ
と
か
ら
「
白
幡
大
明

神
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
昭
和

三
一
年
古
墳
時
代
の
金
銅
装
飾
直
刀
二

振
が
出
土
さ
れ
郷
土
博
物
館
に
保
存
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

③
さ
し
石
で
有
名
な
『
神
明
神
社
（
結

城
明
神
）
』
を
通
り
現
在
の
「
君
待
ち

橋
」
を
左
に
見
な
が
ら
「
大
橋
」
を
渡

る
と
『
君
待
橋
跡
の
碑
』
が
あ
り
ま
す
。 

ア
、
一
一
八
〇
年
九
月
、
常
胤
一
族
が

出
迎
え
た
と
き
、
頼
朝
が
橋
の
名
前
を

尋
ね
ま
す
。
常
胤
の
指
示
に
よ
り
伊
豆

で
す
で
に
頼
朝
に
拝
謁
ず
み
の
常
胤

六
男
の
胤
頼
が
、
「
見
え
か
く
れ
八
重

の
潮
路
を
待
つ
橋
や
渡
り
も
あ
え
ず

帰
る
船
人
」
と
答
え
ま
し
た
。
胤
頼
は

歌
人
で
、
孫
が
藤
原
定
家
の
孫
と
結
婚

し
て
い
ま
す
。
後
に
子
孫
が
岐
阜
の
郡

上
八
幡
で
活
躍
し
、
宗
祇
水
、
古
今
伝

授
の
里
な
ど
、
現
在
女
性
客
で
凄
い
賑

わ
い
で
す
。 

イ
、
九
九
五
年
に
藤
原
実
方
が
陸
奥
の

国
に
転
勤
（
左
遷
）
す
る
と
き
に
こ
こ

を
通
り
村
人
に
橋
の
名
を
問
い
ま
す
。

「
君
待
橋
」
と
聞
い
て
一
句
「
寒
川
や

袖
師
が
浦
に
立
つ
煙
君
を
待
つ
橋
身

に
ぞ
知
ら
る
る
」
と
詠
み
ま
し
た
。 

 

さ
て
、
「
煙
」
と
は
村
人
の
夕
食
の

準
備
で
し
ょ
う
か
。
い
え
い
え
、
こ
れ

は
富
士
山
の
噴
煙
な
の
で
す
ね
。
八
〇

〇
年
か
ら
一
一
〇
〇
年
頃
富
士
山
は

十
回
位
噴
火
し
て
い
る
の
で
す
。
ま
た
、

「
君
を
待
つ
」
と
は
、
京
都
で
陸
奥
に

転
勤
す
る
か
ら
一
緒
に
行
こ
う
よ
と

誘
っ
て
断
ら
れ
た
清
少
納
言
さ
ん
と

の
説
も
あ
り
ま
す
。 

ウ
、
更
に
、
若
い
男
女
が
豪
雨
の
時
に

身
を
投
げ
た
悲
し
い
話
も
あ
り
ま
す
。 

④
次
は
、
Ｊ
Ｒ
の
ガ
ー
ド
を
く
ぐ
っ
て

千
葉
県
庁
前
の
『
羽
衣
の
松
』
へ
。 

 

千
葉
（
せ
ん
よ
う
）
の
蓮
の
花
に
見

と
れ
て
い
た
天
女
を
妻
に
し
た
常
将
。

天
皇
が
「
千
葉
」
を
名
乗
れ
と
云
っ
た

と
あ
り
ま
す
が
、
某
歴
史
学
者
の
方
が
、

「
千
葉
」
を
名
乗
っ
た
の
は
、
一
一
二

六
年
千
葉
へ
や
っ
て
き
た
常
重
（
常
将

の
曾
孫
）
の
と
き
か
ら
だ
間
違
っ
て
い

る
と
力
説
。
ま
ぁ
、
天
女
の
話
で
す
か

ら
・
・
・ 

 

そ
れ
よ
り
も
、
当
時
オ
ー
ロ
ラ
を
日

本
で
見
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
そ
の

美
し
さ
が
天
女
伝
説
に
繋
が
っ
た
と

い
う
説
は
説
得
力
が
あ
り
ま
す
ね
。
三

年
前
に
北
海
道
名
寄
市
で
オ
ー
ロ
ラ

を
見
ら
れ
た
と
い
う
新
聞
記
事
を
持

っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
県
庁
の
前

に
マ
キ
の
木
（
県
の
木
）
が
並
ん
で
い

る
の
を
知
っ
て
い
ま
す
か
、
ま
た
、
県

庁
の
建
物
十
九
階
に
は
、
回
廊
式
展
望

台
（
無
料
）
が
あ
り
、
千
葉
の
街
を
一

望
で
き
ま
す
。 

⑤
県
庁
と
、
県
警
本
部
の
前
の
道
を
少

し
北
に
行
き
ま
し
ょ
う
。 

 

右
側
に
『
鰻
安
田
』
の
店
の
看
板
だ

け
が
見
え
ま
す
。
木
更
津
か
ら
県
庁
移

転
に
伴
っ
て
千
葉
県
庁
の
至
近
に
移

っ
て
来
た
安
田
の
店
も
三
年
ほ
ど
前

に
閉
店
し
ま
し
た
が
、
こ
こ
に
正
岡
子

規
が
来
て
い
た
の
で
す
。
夏
目
漱
石
の

房
総
紀
行
「
木
屑
録
」
に
感
動
し
、
明

治
二
十
四
年
自
ら
も
市
川
、
成
田
か
ら

千
葉
に
入
り
広
小
路
を
左
折
し
て
大

和
橋
を
渡
り
鰻
を
食
べ
て
い
る
の
で

す
。
紀
行
文
は
「
か
く
れ
み
の
」
。
ま

た
、
近
く
の
豊
田
写
真
館
で
、
あ
の
有

名
な
簑
笠
姿
の
写
真
を
と
っ
た
の
で

す
ね
。
あ
の
簑
は
東
京
根
岸
の
子
規
庵

に
飾
っ
て
あ
り
ま
し
た
が
、
今
は
倉
の

中
に
保
管
。 

 

近
く
に
、
『
千
葉
教
会
』
が
あ
り
ま

す
。
天
国
へ
の
憧
れ
、
上
に
向
か
っ
て

い
く
垂
直
方
向
の
デ
ザ
イ
ン
、
ゴ
シ
ッ

ク
様
式
の
建
築
を
良
く
表
し
て
い
ま

す
。
明
治
二
十
八
年
建
築
、
設
計
は
リ

ヒ
ャ
ル
ト
・
ゼ
ー
ル
。
八
重
の
桜
で
有

名
な
同
志
社
大
学
ク
ラ
ー
ク
館
や
、
霞

ヶ
関
の
法
務
省
赤
レ
ン
ガ
館
の
設
計

者
で
す
。 

⑥
千
葉
城
（
千
葉
市
立
郷
土
博
物
館
）

に
登
り
ま
し
ょ
う
。
そ
の
前
に
、
こ
の

周
辺
に
は
千
葉
氏
に
係
る
お
寺
が
沢

山
あ
り
ま
す
。 

ア
、
智
光
院 

新
義
真
言
宗 

一
四
五

六
年 

千
葉
康
胤
開

基 

七
天
王
塚
、
お
茶

の
水
不
動
尊
の
管
理 

イ
、
胤
重
院 

浄
土
宗 

一
五
五
八
年 

 
 
 
 

 
 

常
胤
三
男
胤
盛
の
子

胤
重
の
た
め
雲
巌
上

人
開
山 

イ
ボ
取
り

地
蔵
尊
（
塩
の
倍
返
し
） 

ウ
、
高
徳
寺 

曹
洞
宗 

一
三
六
五
年

氏
胤
孫
、
満
胤
次
男
原 

胤
高
開
基
、
閻
魔
堂

（
六
尺
座
像
）
は
必
見 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 

エ
、
東
禅
寺 

曹
洞
宗 

一
三
二
七
年 

 
 
 
 

 
 

貞
胤
開
基 

か
っ
て

七
堂
伽
藍
の
大
寺
院

幕
末
佐
倉
藩
の
海
防

屯
所
鉄
砲
的
場 
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（
近
く
の
県
の
文
化
の
森
、
七
天
王
塚
、

千
葉
寺
な
ど
に
行
っ
て
み
た
い
で
す

ね
。
） 

⑦
千
葉
城
（
千
葉
市
立
郷
土
博
物
館
）

に
入
る
と
、
三
階
は
、
『
千
葉
氏
の
興

亡
と
妙
見
信
仰
』
を
主
題
と
し
た
歴
史

展
示
室
に
な
っ
て
い
ま
す
。
千
葉
氏
を

語
る
会
の
会
報
で
す
か
ら
詳
細
は
略

し
ま
す
が
、
各
種
絵
巻
を
見
る
だ
け
で

も
楽
し
め
ま
す
。
五
階
の
展
望
台
に
上

が
る
と
、
北
側
に
本
町
小
学
校
の
緑
の

屋
根
が
見
え
ま
す
。
昔
こ
の
辺
り
一
帯

は
、
『
池
田
の
池
』
で
す
。
一
〇
二
〇

年
菅
原
孝
標
の
娘
が
父
の
上
総
介
と

し
て
の
任
期
終
了
に
よ
り
京
に
帰
国

す
る
際
、
池
田
の
池
が
大
雨
で
溢
れ
、

三
日
間
足
止
め
さ
れ
た
と
『
更
級
日
記
』

に
記
し
た
場
所
。
何
処
を
通
っ
て
行
っ

た
か
、
天
守
か
ら
想
像
す
る
だ
け
で
も

ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
ね
。 

⑧
亥
鼻
公
園
に
は
、
記
念
碑
や
土
塁
な

ど
の
遺
構
が
あ
り
ま
す
。
大
正
一
五
年
、

千
葉
開
府
か
ら
八
〇
〇
年
後
に
大
き

な
式
典
が
行
わ
れ
、
月
星
紋
入
り
の
記

念
碑
を
建
立
。
亥
鼻
公
園
の
桜
は
、
こ

の
時
の
植
樹
で
近
年
老
い
が
目
立
つ

（
市
民
か
ら
の
寄
附
を
募
っ
て
い
ま

す
。
）
千
葉
開
府
八
五
〇
年
記
念
碑
の

裏
面
に
は
、
千
葉
氏
の
歴
史
に
輝
く
二

十
二
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
小
さ
な
祠

の
神
明
社
は
忠
常
の
世
に
鎮
座
。
千
葉

氏
の
館
の
内
に
妙
見
を
祀
っ
た
場
所

と
の
説
も
。 

⑨
空
壕
跡
の
階
段
を
下
る
と
『
お
茶
の

水
』
で
す
。 

 

お
茶
の
水
は
、
千
葉
氏
代
々
の
産
湯

に
使
用
、
常
胤
が
頼
朝
に
茶
（
水
）
を

献
じ
た
、
家
康
が
鷹
狩
り
の
時
に
立
ち

寄
っ
た
話
な
ど
枚
挙
に
遑
な
し
。
史
実

と
し
て
は
徳
川
光
圀
の
甲
寅
紀
行
（
一

六
七
四
年
）
に
、
「
千
葉
の
町
を
出
る

左
の
方
に
古
い
城
が
有
り
伊
野
花
と

い
う
。
古
城
の
山
の
麓
に
湧
水
が
あ
っ

て
東
照
宮
お
茶
の
水
と
言
い
伝
え
て

い
る
。
」
と
あ
る
。
黄
門
さ
ま
は
大
日

本
史
の
史
料
探
訪
と
鎌
倉
英
勝
寺
へ

の
墓
参
の
た
め
、
水
戸
、
成
田
、
千
葉
、

浜
野
、
木
更
津
を
通
り
、
鋸
山
（
頼
朝

の
上
陸
地
）
ま
で
の
房
総
紀
行
文
を
残

し
て
い
ま
す
。
頼
朝
渡
海
の
鋸
南
町
の

話
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
後
、
「
大
和

橋
・
吾
妻
橋
、
御
不
動
さ
ん
光
明
寺
、

蓮
池
、
鞘
堂
ホ
ー
ル
、
古
東
海
道
の
交

差
点
、
妙
見
本
宮
の
千
葉
神
社
、
町
内

会
所
有
の
常
胤
像
、
千
葉
市
の
木
・
ケ

ヤ
キ
を
見
な
が
ら
、
中
央
公
園
か
ら
千

葉
駅
前
通
り
」
を
通
っ
て
、
Ｊ
Ｒ
千
葉

駅
に
到
達
で
す
。
（
大
和
橋
以
降
は
、

機
会
が
あ
れ
ば
、
ま
た
ご
一
緒
に
散
歩

し
ま
し
ょ
う
。
） 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

千
葉
氏
の
史
跡
を
訪
ね
る
研
修
会

の
概
要 

 

去
る
七
月
二
十
一
・
二
十
二
日
の
両
日

佐
賀
県
小
城
市
で
研
修
会
を
行
い
十
八
名

の
参
加
者
が
集
ま
っ
た
。
先
ず
小
城
歴
史

博
物
館
を
訪
れ
た
。
こ
こ
は
当
市
の
古
代

か
ら
近
代
に
至
る
歴
史
の
流
れ
が
整
理
さ

れ
、
戦
国
時
代
か
ら
江
戸
時
代
を
通
じ
て

外
様
大
名
の
雄
と
し
て
鍋
島
藩
が
繁
栄
し

た
事
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
千
葉
氏
は
源

平
合
戦
に
お
い
て
常
胤
と
六
党
と
言
わ
れ

る
息
子
達
が
大
活
躍
を
し
た
結
果
九
州
で

肥
前
国
小
城
、
豊
前
国
上
毛
、
薩
摩
国
島

津
庄
内
を
所
領
と
し
、
当
初
は
百
年
ほ
ど

代
官
統
治
を
し
て
い
た
。
蒙
古
襲
来
で
幕

命
に
よ
り
頼
胤
の
時
代
に
現
地
に
下
向
し
、

全
盛
時
代
が
約
二
〇
〇
年
続
い
た
が
、
嫡

流
断
絶
後
、
内
部
の
紛
争
か
ら
衰
退
し
、

つ
い
に
龍
造
寺
氏
の
傘
下
を
経
て
鍋
島
氏

に
吸
収
さ
れ
る
ま
で
約
五
〇
年
間
通
算
三

五
〇
年
の
歴
史
が
整
理
展
示
さ
れ
て
い
た
。

次
に
千
葉
城
址
、
須
賀
神
社
（
現
在
は
公

園
に
整
備
さ
れ
て
い
る
）
を
経
て
円
通
寺

に
参
詣
す
る
。
こ
こ
は
宗
胤
が
天
台
宗
の

三
箇
寺
を
千
葉
氏
の
菩
提
寺
と
し
再
興
す

る
。
寺
に
は
佐
賀
県
重
要
文
化
財
の
「
持

国
天
、
多
聞
天
立
像
」
が
湛
幸
の
作
と
云

う
。
宗
胤
の
お
墓
も
あ
る
。
次
に
光
勝
寺

で
、
胤
貞
が
日
蓮
信
仰
の
為
、
一
三
一
七

年
に
建
立
。
胤
貞
の
墓
と
位
牌
を
参
拝
。

次
に
晴
気
城
、
肥
前
千
葉
氏
は
東
西
に
分

裂
し
て
い
た
時
、
西
千
葉
氏
の
居
城
と
な

っ
て
い
た
。
次
が
北
浦
妙
見
社
、
こ
こ
は

宗
胤
が
妙
見
信
仰
の
た
め
、
妙
見
像
を
祀

っ
て
建
立
し
た
。
次
は
清
水
観
音
宝
地
院

を
参
拝
す
る
。
小
城
は
清
水
の
豊
富
な
地

で
有
り
祇
園
川
の
上
流
に
は
清
水
の
滝
が

有
り
市
内
で
は
鯉
の
養
殖
が
盛
ん
で
あ
る
。

次
に
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
近
く
に
あ
る
宗

胤
の
墓
に
参
拝
す
る
。
其
の
次
に
三
岳
寺

に
つ
い
て
鎌
倉
時
代
天
台
宗
「
三
津
寺
」

と
し
て
開
山
。
後
鍋
島
氏
が
臨
済
宗
「
三

岳
寺
」
と
し
て
再
興
、
佐
賀
県
重
要
文
化

財
と
し
て
「
大
日
如
来
像
、
十
一
面
無
観

音
像
、
薬
師
如
来
像
」
い
ず
れ
も
湛
幸
作

で
あ
る
。
最
後
に
祇
園
祭
に
つ
い
て
胤
貞

が
一
三
一
六
年
千
葉
か
ら
小
城
に
来
て
千

葉
城
を
建
立
。
京
都
八
坂
神
社
か
ら
牛
頭

天
王
の
分
霊
を
戴
き
城
内
に
祀
り
祇
園
社

を
造
営
、
祇
園
祭
は
毎
年
七
月
第
四
土
、

日
に
大
祭
が
行
わ
れ
る
の
で
、
こ
の
研
修

会
を
計
画
し
た
。
胤
貞
が
始
め
た
と
言
わ

れ
る
大
祭
は
上
町
、
中
町
、
下
町
か
ら
三

基
の
山
が
出
て
、
九
州
で
は
博
多
節
田
神
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社
の
祇
園
祭
と
対
比
さ
れ
る
。
二
十
一
日

夜
の
前
夜
祭
、
二
十
二
日
十
時
の
出
陣
式

を
見
学
し
山
挽
に
参
加
す
る
。
千
葉
氏
、

龍
造
寺
氏
、
鍋
島
氏
の
時
代
に
も
社
領
の

寄
進
、
本
殿
、
拝
殿
の
再
建
な
ど
を
支
援

し
て
現
在
で
も
こ
の
伝
統
は
続
い
て
い
る
。 
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監
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お
知
ら
せ 

会
報
六
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
会
員
の
ご

意
見
、
ご
感
想
を
高
野
ま
で
お
知
ら
せ
下

さ
い
。 

090- 3085- 7130 


